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2017年11月28日
未来投資会議 構造改革徹底推進会合

「地域経済・インフラ」会合(ｲﾝﾌﾗ)第1回

建築分野におけるＩＣＴ活用等による
生産性向上の取組みについて

・建築分野の取組みの現状
・今後の展開

20171128
一般社団法人日本建設業連合会

施工部会長 木 谷 宗 一
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2025年「建設現場の生産性革命」完遂への基本方針（案）

ハード／ソフト技術の進化および裾野拡大を図る

・成熟した省人化ハード技術を設計区分に関わらず全プロジェクトに適用する。

・旧来の情報システム改革／建設プロセス改革の裾野拡大と新技術導入を図る。

最先端ICT技術を建築生産に取り込む
・デジタル ファブリケーション システムを創造する。

（IoT／BIM／AI／ロボット技術等の新規開発・建築領域への適用）

魅力ある建築生産の場づくり・人づくりを推進する

（作業所長のマネジメント力が大きく寄与する）

・結果として、優秀な人材（女性や高齢者を含む）や協力会社が集まる。

高い生産性を誇り、魅力ある建設産業を目指す
（世界の建設業界のリーディングカンパニー）
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1990 ～ 2016 2017 2018 2019 2020～2025

生産性向上の25年の歴史と2025年に向けた施策の視点

日建連施工部会（業界スタンダードの推進）

国家

ゼネコン各社

海外

ハード系 ＋作業所ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ力＋高度ICT化
潮目の変化２

2013.1 設計生産プロセス改革・ソフト技術改革

1990年代 超バブル期の生産力不足対策
「複合化工法の創出」

2016.6 政府骨太方針 閣議決定

施策実行

1993年 複合化工法の普及展開
（複合化率・省人化率競争）

＋ソフト系 ＋国家的しくみ？

2001. 建設労働者削減 法制度施行（設計段階で生産性を加味する）

2017.1 新３か年方針着手

潮目の変化３

2016.3生産性向上専門部会設置

2016.4 日建連生産性向上推進要綱Ver.1発行

業界

潮目の変化４

（さらなる進化）
フロントローディング
BIM(3DｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄCAD)
ＩＣＴ技術の活用展開

2016.3 国交省 生産性革命本部設置 i-Constructionの推進

潮目の変化１

日本への逆輸入？

2016.9 政府 未来投資会議（20％生産性向上）

導入準備 シンガポール「BUILDABILITY制度」施行 いまなお発展の一途

さらなる進化
デジタル ファブリケーション
AI・IoT・次世代建設ロボット等

シンガポール政府に
ノウハウ説明

さらなる進化
魅力ある建築生産の
場づくり・人づくり

日建連会員各社による

確実な施策の実行
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予想

1997年⇒2014年

26％減

2014年⇒2025年
入職者がいなければ

37％減

省人化35万人

入職者90万人

51.0 持続

343
8.7兆円

4.2兆円
必達305

215

建設投資51.0兆円

内建築 16.0兆円
（全国の建築着工額）

2015.11 国交省 i-Constructionの取組を発表
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省
人
化

１．生産性を考慮した設計の作り込み

設計段階で生産情報を取込み、生産性を考慮した設計をおこなう（断面の均等化、

ハイブリット構造等）

２．工場生産による現場作業の削減

PC化等、現場の外で作業を進めて現場に持ち込む

複合化、先組化によって現場作業を減らす。揚重搬入作業を削減する。

３．仮設低減、乾式化、単純化による省人化

無足場、エコサポート、脱型不要のラス型枠、乾式ALC壁、システム型枠等）

４．作業の標準化（マネジメント）

作業員の山積みを平準化し、同じ作業員が継続して作業することで高い習熟効果を

期待。多能工化。

５．自動化、機械化

自動運搬、工事用揚重機・揚重設備の高効率化、GPS活用

６．BIM, ICT活用
情報の共有、見える化、先決め促進、設計・構造・設備の整合性、施工検討

省
人
化

見
え
る
化

主な生産性向上の考え方

いつでも・だれでも使える汎用技術を展開する（１）
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生産性向上の考え方と具体事例

ＮＯ． 考え方 具体事例

1
生産性を考慮した設計の
つくり込み

ハイブリッド構造
柱・梁の均一断面化
フラットスラブ
設備を拘束しない構造計画
フロントローディング

2
工場生産による現場作業の
削減

ＰＣ化
複合化
鉄骨・鉄筋の先組
工場での設備ユニット化（ライザーユニット）
住設のユニット化・ユニットバス

3 現場作業の単純化・高効率化
ワンデイワンサイクル積層工法による無足場
脱型不要のラス型枠
耐火被覆マキベイ
鉄骨小梁と床デッキ・設置ユニット化（フロアパネル）

4 作業の標準化
作業員の山積み標準化
多能工
専門業者が一括揚重する建設ロジスティックス

5 自動化、機械化

ＧＰＳやセンサー・無線・ＢＩＭを活用した工事機械の遠隔操作・自動制御
自動運搬
高効率小型クレーン
高効率工事用ＥＬＶ
外周養生スライドユニットシステム

6 ＢＩＭ、ＩＣＴ活用
建築・設備・構造干渉チェック
鉄骨製作データ連動
仮設計画、施工ステップ検討

いつでも・だれでも使える汎用技術を展開する（２）
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いつでも・だれでも使える汎用技術を展開する（３）
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自動化・機械化技術 具体例（１）自動追従台車
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吸盤式ボード
ＡＬＣハンドリング機

吸盤式ガラス取付機の能力をアップさせ、大型ＡＬＣ・ボードの取付作業に改良

自動化・機械化技術 具体例（２）
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レーザーレベル受光器

バイブレータ 自重300kg

軽量騎乗式トロウェル

自動化・機械化技術 具体例（３）コンクリート床均し機
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自動化・機械化技術 具体例（４）

設計データとＧＰＳ、各種センサー情報により、設計出来形への掘削をアシスト

GPSが受信できない地下での試行例

自動追尾トータルステーションで位置把握

フーチングの壺堀に利用

自動停止

自動制御

▼設計面

▼設計面

ICTマシンコントロール
ショベル



11
2017年11月28日
未来投資会議 構造改革徹底推進会合

「地域経済・インフラ」会合(ｲﾝﾌﾗ)第1回
自動化・機械化技術 具体例（５）パワーアシストスーツ
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建築分野におけるデジタル ファブリケーション イメージ

監視センサーによる

リアル情報収集
ドローン進化形

超小型蝿型センサーロボ

コンクリートプラント

自律型機械

現場入退場管理

無人走行トラック

無人走行運搬車

作業員ロボット

自動出荷

・人工知能AIは建設行為を補助し、工程・品質・施工・材料・出来形等のリアル工事情報をBIM/CIMへ反映。
・すべてのロボット、機械、センサー類はIoTネットワーク網で有機的に結合。

無人楊重機

IoTネットワーク網

自動運搬
自動施工

切梁圧力自動調整

統合施工
BIM/CIM

⇒将来的なフロンティア開拓・開発

（宇宙・海洋開発への適用）品質記録自動保存

施工モニタリング

施工モニタリング

総合物流

総合物流

図面情報参照

リアル
情報

提供

反映

顧客
利害関係者を含む

施工会社
本社・支店

専門工事業者 別途業者

設計者
意匠
構造
設備
エンジ

作業所担当

共有DB

BIM/CIM

建築DB

BIM AI

土木DB

CIM AI

ICT活用による生産性向上のキーワード

・BIM/CIMの定着（3D⇒4D⇒5Dシミュレーション）
・バーチャル竣工 （３Dモデル内での事前確認）
・ドローン活用（施工記録、3Dデータ化、出来形把握）
・ロボット施工推進（掃除ロボット・溶接ロボット）
・AI活用（設計＋施工計画のシミュレーション）
・監視センサーの普及（荷重、位置、温度、湿度、圧力他）
・共有データベース・タブレット・ウェアラブル・ヒアラブル端末適用
（情報共有のスピードアップ）
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スマートデバイス（モバイル）の活用状況（１）
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1）作業時間や移動時間の削減
「資料作成時間が大幅に短縮できた」「写真整理に要する時間が短縮」

「事務所と現場の行き来が大幅に減った」「事務作業が半減」

2）時間の有効利用
「マネージャ層が出張中や外出中でも情報を得ることで判断が速くなった」
「少しの空き時間を利用しメールやワークフローの確認・手配等済ませる」

3）携行品の軽量化
「これまで持ち歩けなかった図面も施工現場内で参照可能となった」
「持ち歩く荷物が少なくなり、現場内の水平上下移動が楽で安全」

4）協力会社などとの情報共有円滑化
「現場の状況を確認しながら対応指示」「図面と写真をリンクさせて記録」

5）顧客などへのプレゼン力向上
「客先の理解度が大きく喜ばれる」「客先での要望もＷＥＢなどで即時確認」

導入効果（自由記述）

スマートデバイス（モバイル）の活用状況（２）
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導入課題（自由記述）

1）人員要因
（原因）「端末を使いこなせない」「習熟期間がアレルギー原因」

（対策）現場単位での教育機会創出、割り当てではなく希望者のみに配布

2）ハードに関する要因
（原因）「充電が持たない」「カメラが不便（フラッシュ・大きさ）」
（対策）予備バッテリー、工事黒板アプリやタブレット装着型ライトの検討

3）ソフトに関する要因
（原因）「作業所ごとに適したアプリが必要」「アプリ開発費用が障害」
（対策）作業所長が主導して啓蒙、利用希望アプリを吸い上げて有効性検証

4）ネットワークに関する要因
（原因）「通信インフラの構築が難しい」「写真を溜め込み同期不能に」
（対策）セルラーモデルへの切替え、クラウド化

スマートデバイス（モバイル）の活用状況（３）
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「地域経済・インフラ」会合(ｲﾝﾌﾗ)第1回
建築分野におけるＢＩＭ活用（１）
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① ＢＩＭは導入初期を終え、普及の途上にある。

② 三次元による合意形成・情報伝達の確実性で効果を上
げている。

③ 施工ＢＩＭの取組み内容は、先行企業とその他の企業の
間に差が生じている。また、設計との連携及び一歩進ん
だデータを活用しての業務における効果は、まだ確実と
は言えない。

④ 人材不足と教育体制が、展開の足かせとなっている。

⑤ 先行企業ほど、経営トップの理解推進、予算計上など、
展開のための様々な対策を実行している。

建築分野におけるＢＩＭ活用（２）
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ＥＮＤ


